
頁 行数等 修正（訂正）部分 変更（訂正）内容

151
下から
11行目～
（第３条）

（事業者等の責務）
第３条
３  建設工事の注文者等仕事を他人に請け負わせる者は、施工方
法、工期等について、安全で衛生的な作業の遂行をそこなうおそれ
のある条件を附さないように配慮しなければならない。

（事業者等の責務）
第３条
３  建設工事の注文者その他の仕事を他人に請け負わせる者は、
施工方法、作業方法、工期、納期等について、安全で衛生的な作業
の遂行を損なうおそれのある条件を付さないように配慮しなければ
ならない。

151
下から
９行目～
（第４条）

第４条　労働者は、労働災害を防止するため必要な事項を守るほ
か、事業者その他の関係者が実施する労働災害の防止に関する措
置に協力するように努めなければならない。

第４条　労働者及び労働者以外の者で労働者と同一の場所におい
て仕事の作業に従事するものは、労働災害を防止するため必要な
事項を守るほか、事業者その他の関係者が実施する労働災害の防
止に関する措置に協力するように努めなければならない。

152
上から
24行目
（第26条）

第２６条　労働者は、事業者が第20条から第25条まで及び前条第１
項の規定に基づき講ずる措置に応じて、必要な事項を守らなければ
ならない。

第２６条　労働者及び労働者と同一の場所において仕事の作業に
従事する労働者以外の作業従事者は、事業者が第20条から第25
条まで及び前条第１項の規定に基づき講ずる措置に応じて、必要な
事項を守らなければならない。

152
上から
26行目
（第27条）

第２７条　第20条から第25条まで及び第25条の２第１項の規定によ
り事業者が講ずべき措置及び前条の規定により労働者が守らなけ
ればならない事項は、厚生労働省令で定める。

２　前項の　～　ならない。

第２７条　第20条から第25条まで及び第25条の２第１項の規定によ
り事業者が講ずべき措置及び前条の規定により労働者及び労働者
と同一の場所において仕事の作業に従事する労働者以外の作業
従事者が守らなければならない事項は、厚生労働省令で定める。
２　前項の　～　ならない。

152-
153

下から
５行目～
（第33条）

（機械等貸与者等の講ずべき措置等）
第３３条　機械等で、政令で定めるものを他の事業者に貸与する者
で、厚生労働省令で定めるもの（以下「機械等貸与者」という。）は、
当該機械等の貸与を受けた事業者の事業場における当該機械等に
よる労働災害を防止するため必要な措置を講じなければならない。

２　機械等貸与者から　～　ならない。
３　前項の機械等を　～　ならない。

（機械等貸与者等の講ずべき措置等）
第３３条　機械等で、政令で定めるものを事業を行う者に貸与する者
で、厚生労働省令で定めるもの（以下「機械等貸与者」という。）は、
当該機械等の貸与を受けた事業を行う者の事業場における当該機
械等による労働災害を防止するため必要な措置を講じなければなら
ない。
２　機械等貸与者から　～　ならない。
３　前項の機械等を　～　ならない。

153
下から
４行目～
（第62条の２）

（新設） （高年齢者の労働災害防止のための措置）
第６２条の２　事業者は、高年齢者の労働災害の防止を図るため、
高年齢者の特性に配慮した作業環境の改善、作業の管理その他
の必要な措置を講ずるように努めなければならない。
２　厚生労働大臣は、前項の事業者が講ずべき措置に関して、その
適切かつ有効な実施を図るため必要な指針を公表するものとす
る。
３　厚生労働大臣は、前項の指針に従い、事業者又はその団体に
対し、必要な指導、援助等を行うことができる。

154
上から
14行目
（第103条）

（書類の保存等）
第１０３条　事業者は、厚生労働省令で定めるところにより、この法
律又はこれに基づく命令の規定に基づいて作成した書類（次項及び
第３項の帳簿を除く。）を、保存しなければならない。

２　登録製造時等検査機関等は、厚生労働省令で定めるところによ
り、製造時等検査、性能検査、個別検定、型式検定、特定自主検
査、免許試験、技能講習、教習、労働安全コンサルタント試験、労働
衛生コンサルタント試験又はコンサルタントの登録に関する事項で、
厚生労働省令で定めるものを記載した帳簿を備え、これを保存しな
ければならない。
３　コンサルタントは、　～　ならない。
４　（新設）

（書類の保存等）
第１０３条　事業者は、厚生労働省令で定めるところにより、この法
律又はこれに基づく命令の規定（第57条の２第４項及びこれに基づ
く命令の規定を除く。）に基づいて作成した書類（次項及び第３項の
帳簿を除く。）を、保存しなければならない。
２　登録設計審査等機関等は、厚生労働省令で定めるところによ
り、設計審査等、性能検査、個別検定、型式検定、特定自主検査、
免許試験、技能講習、教習、労働安全コンサルタント試験、労働衛
生コンサルタント試験又はコンサルタントの登録に関する事項で、厚
生労働省令で定めるものを記載した帳簿を備え、これを保存しなけ
ればならない。
３　コンサルタントは、　～　ならない。
４　代替化学名等通知者は、厚生労働省令で定めるところにより、
第57条の２第４項又はこれに基づく命令の規定に基づいて作成し
た書類を、保存しなければならない。

154
上から
23行目～
（第117条）

第12章	罰則
第117条　第37条第１項、第44条第１項、第44条の２第１項、第56条
第１項、第75条の８第１項（第83条の３及び第85条の３において準用
する場合を含む。）又は第86条第２項の規定に違反した者は、１年以
下の懲役又は100万円以下の罰金に処する。

第１１７条　第37条第１項、第44条第１項、第44条の２第１項、第56条
第１項、第75条の８第１項（第83条の３及び第85条の３において準用
する場合を含む。）又は第86条第２項の規定に違反したときは、当該
違反行為をした者は、１年以下の拘禁刑又は100万円以下の罰金に
処する。

154
上から
26行目～
（第119条）

第119条　次の各号のいずれかに該当する者は、６月以下の懲役又
は50万円以下の罰金に処する。
　—　第14条、第20条から第25条まで、第25条の２第１項、第30条の
３第１項若しくは第４項、第31条第１項、第31条の２、第33条第１項若
しくは第２項、第34条、第35条、第38条第１項、第40条第１項、第42
条、第 43条、第44条第６項、第44条の２第７項、第56条第３項若しく
は第４項、第57条の３第５項、第57条の４第５項、第59条第３項、第
61条第１項、第65条第１項、第65条の４、第68条、第89条第５項（第
89条の２第２項において準用する場合を含む。）、第97条第２項、第
104条又は第108条の２第４項の規定に違反した者
　二　第43条の２、第56条第５項、第88条第７項、第98条第１項又は
第99条第１項の規定による命令に違反した者
　三　第57条第１項の規定による表示をせず、若しくは虚偽の表示を
し、又は同条第２項の規定による文書を交付せず、若しくは虚偽の
文書を交付した者
　四　第61条第４項の規定に基づく厚生労働省令に違反した者

第１１９条　次の各号のいずれかに該当する場合には、当該違反行
為をした者は、６月以下の拘禁刑又は50万円以下の罰金に処する。
　一　第14条、第20条から第25条まで、第25条の２第１項、第30条の
３第１項若しくは第４項、第31条第１項、第31条の２、第33条第１項若
しくは第２項、第34条、第35条、第38条第１項、第40条第１項、第42
条、第43条、第44条第６項、第44条の２第７項、第56条第３項若しく
は第４項、第57条の４第５項、第57条の５第５項、第59条第３項、第
61条第１項、第65条第１項、第65条の４、第68条、第89条第５項（第
89条の２第２項において準用する場合を含む。）、第97条第２項若し
くは第３項、第105条又は第108条の２第４項の規定に違反したとき。
　二　第43条の２、第56条第５項、第88条第７項、第98条第１項又は
第99条第１項の規定による命令に違反したとき。
　三　第57条第１項の規定による表示をせず、若しくは虚偽の表示を
し、又は同条第２項の規定による文書を交付せず、若しくは虚偽の
文書を交付したとき。
　四　第61条第４項の規定に基づく厚生労働省令に違反したとき。
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154-
155

下から
７行目～
（第120条）

第120条　次の各号のいずれかに該当する者は、50万円以下の罰
金に処する。
　—　第10条第１項、第11条第１項、第12条第１項、第13条第１項、第
15条第１項、第３項若しくは第４項、第15条の２第１項、第16条第１
項、第17条第１項、第18条第１項、第25条の２第２項（第30条の３第
５項において準用する場合を含む。）、第26条、第30条第１項若しく
は第４項、第30条の２第１項若しくは第４項、第32条第１項から第６
項まで、第33条第３項、第40条第２項、第44条第５項、第44条の２第
６項、第 45条第１項若しくは第２項、第57条の３第１項、第59条第１
項（同条第２項において準用する場合を含む。）、第61条第２項、第
66条第１項から第３項まで、第66条の３、第66条の６、第87条第６
項、第88条第１項（同条第２項において準用する場合を含む。）若しく
は第３項から第５項まで、第101条第１項又は第 103条第１項の規定
に違反した者
　二 第11条第２項（第12条第２項及び第15条の２第２項において準
用する場合を含む。）、第57条の４第１項、第65条第５項、第66条第
４項、第98条第２項又は第99条第２項の規定による命令又は指示に
違反した者
　三  第44条第４項又は第44条の２第５項の規定による表示をせず、
又は虚偽の表示をした者
　四   第91条第１項若しくは第２項、第94条第１項又は第96条第１
項、第２項若しくは第４項の規定による立入り、検査、作業環境測
定、収去若しくは検診を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対
して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をした者
　五  第100条第１項又は第３項の規定による報告をせず、若しくは
虚偽の報告をし、又は出頭しなかった者
　六  第103条第３項の規定による帳簿の備付け若しくは保存をせ
ず、又は同項の帳簿に虚偽の記載をした者

第１２０条　次の各号のいずれかに該当する場合には、当該違反行
為をした者は、50万円以下の罰金に処する。
　一　第10条第１項、第11条第１項、第12条第１項、第13条第１項、
第15条第１項、第３項若しくは第４項、第15条の２第１項、第16条第１
項、第17条第１項、第18条第１項、第25条の２第２項（第30条の３第
５項において準用する場合を含む。）、第26条、第30条第１項若しく
は第４項、第30条の２第１項若しくは第４項、第32条第１項から第６
項まで、第33条第３項、第40条第２項、第44条第５項、第44条の２第
６項、第45条第１項若しくは第２項、第57条の２第４項、第57条の４
第１項、第59条第１項（同条第２項において準用する場合を含む。）、
第61条第２項、第66条第１項から第３項まで、第66条の３、第66条の
６、第66条の８の２第１項、第66条の８の４第１項、第87条第６項、第
88条第１項から第４項まで、第101条第１項又は第103条第１項若し
くは第４項の規定に違反したとき。
　二　第11条第２項（第12条第２項及び第15条の２第２項において準
用する場合を含む。）、第57条の５第１項、第65条第５項、第66条第
４項、第98条第２項又は第99条第２項の規定による命令又は指示に
違反したとき。
　三　第44条第４項又は第44条の２第５項の規定による表示をせ
ず、又は虚偽の表示をしたとき。
　四　第91条第１項若しくは第２項、第94条第１項又は第96条第１
項、第２項若しくは第４項の規定による立入り、検査、作業環境測
定、収去若しくは検診を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対
して陳述をせず、若しくは虚偽の陳述をしたとき。
　五　第100条第１項又は第３項の規定による報告をせず、若しくは
虚偽の報告をし、又は出頭しなかつたとき。
　六　第103条第３項の規定による帳簿の備付け若しくは保存をせ
ず、又は同項の帳簿に虚偽の記載をしたとき。

155
上から
11行目～
（第121条）

第１２１条　次の各号のいずれかに該当するときは、その違反行為を
した登録製造時等検査機関等の役員又は職員は、50万円以下の罰
金に処する。
　一　第49条　～　したとき。
　二　第75条　～　したとき。
　三　第96条　～　したとき。
　四　第100条第２項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告
をしたとき。
　五　第103条　～　したとき。

第１２１条　次の各号のいずれかに該当するときは、その違反行為を
した登録設計審査等機関等の役員又は職員は、50万円以下の罰金
に処する。
　一　第49条　～　したとき。
　二　第75条　～　したとき。
　三　第96条　～　したとき。
　四　第100条第２項の規定による報告をせず、又は虚偽の報告をし
たとき。
　五　第103条　～　したとき。

176

上から９行目
（第612条の2）

(第３編　衛生
基準と第９章
救急用具の間
に挿入）

（新設） 第３編　衛生基準
　第５章　温度及び湿度
（熱中症を生ずるおそれのある作業）
　第612条の2　事業者は、暑熱な場所において連続して行われる
作業等熱中症を生ずるおそれのある作業を行うときは、あらかじ
め、当該作業に従事する者が熱中症の自覚症状を有する場合又は
当該作業に従事する者に熱中症が生じた疑いがあることを当該作
業に従事する他の者が発見した場合にその旨の報告をさせる体制
を整備し、当該作業に従事する者に対し、当該体制を周知させなけ
ればならない。

２　事業者は、暑熱な場所において連続して行われる作業等熱中
症を生ずるおそれのある作業を行うときは、あらかじめ、作業場ごと
に、当該作業からの離脱、身体の冷却、必要に応じて医師の診察
又は処置を受けさせることその他熱中症の症状の悪化を防止する
ために必要な措置の内容及びその実施に関する手順を定め、当該
作業に従事する者に対し、当該措置の内容及びその実施に関する
手順を周知させなければならない。

176 下から６行目

（救急用具の内容）
第 634 条　事業者は、前条第１項の救急用具及び材料として、少な
くとも、次の品目を備えなければならない。
一　ほう帯材料、ピンセット及び消毒薬
二　高熱物体を取り扱う作業場その他火傷のおそれのある作業場に
ついては、火傷薬
三　重傷者を生ずるおそれのある作業場については、止血帯、副
木、担架等

（削除）
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